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　カーボンニュートラルに向け、CO₂排出量削減を実現
するため、輸送機器を構成する部材に対する軽量化が強
く望まれている。そのため軽量材料である軽金属やエン
ジニアプラスチックなどの適用が増大しているが、単一
材料による部材の軽量化には限界があるため、新しい軽
量材料として異なる材料を組み合わせたマルチマテリア
ルが注目されている。マルチマテリアル化するためには
異種材料間での接合が必ず必要であり、これまで様々な
方法が検討されているが、接着接合は、多くの組合せに
適用可能で、さらに適用例も多いことからマルチマテリア
ル化への有力な方法として期待されている。特にアルミ
ニウム合金とエンプラの組合せは軽量化効果が大きい
ため、接着以外の方法も含め、現在、多数の検討が行わ
れている。今年度は昨年度に引き続きアルミニウム合金
とエンプラの一体成形によるマルチマテリアルの実現を
目指し、A5052アルミニウム合金への2ステップ陽極酸
化処理について、接着剤を使用せず、プラスチック射出成
形によるダイレクト接合技術を検討した。
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　2ステップ陽極酸化処理は、電解液および適切な電解
条件を選択することによって1ステップの陽極酸化処理
では実現できない複数の機能付与が可能になる。各種ア
ルミニウム合金板材にPA+SA処理を施し、金型に処理
材をプリセットした状態でPPS樹脂を射出成型し、接着
剤フリーで両者を接合した結果、PPS樹脂が破断するほ
どの接着性が得られた。今後、接着性および耐食性に優
れたPA+SA処理をアルミニウム合金に適用し、エンジ
ニアプラスチックと接合したマルチマテリアルを長期信
頼性が要求される自動車等の輸送機器部材への実用化
を進めていく予定である。

　アルミニウム合金-PPS樹脂の一体成形を行った射出
成形機の外観を図1に、図2には、得られた一体成形品の
外観を示す。接着剤なしでもアルミニウム合金に陽極酸
化処理を行うことによってPPS樹脂との接合が可能にな
る。一体成形品について、ゲート部のPPS樹脂を取り除
いた後、引張試験を行った。接合強度と引張試験後の外
観を図3に示す。SA材では、アルミニウム合金とPPS樹
脂間で剥離が生じたが、PA材およびPA+SA材では
PPS樹脂が破断するほどの強固な接合が得られた。
PA+SA材の耐食性は、PA材よりも優れていることか
ら、アルミニウム合金とPPS樹脂の一体成形に対する
PA+SA2ステップ陽極酸化処理の有用性が示された。
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（1）主たる研究分野

（2）研究概要
現在、地球温暖化に伴う異常気象が世界的な規模で問
題となっており、今後、その主要因である温室効果ガスの
削減が必須となっている。温室効果ガスの構成比として
CO₂が75%を占めることから、CO₂の排出抑制が地球温
暖化に対して最も効果的である。そのため我が国では
2050年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロにする
カーボンニュートラルが設定されている。輸送機器からの
CO₂排出量は全CO₂排出量の15%を占めている。した
がってカーボンニュートラルを達成するためには輸送機
器から排出されるCO₂を実質ゼロにする必要があり、今
後、EVやFCVの普及が必須となる。EVの普及には航続
距離の拡大が必要不可欠であり、電池性能の向上ととも
に、車体重量の軽量化が必須である。また、FCVの普及
には、水素の貯蔵や輸送が重要であり、水素ステーション
や水素貯蔵タンクに使用される金属材料が水素社会実
現に向け、キーテクノロジーとなる。

　そこで、軽量化を実現するため、アルミニウムやマグネ
シウムなどの軽金属に対して炭化物などの無機物を複
合化させ、強度向上を図る。また、開発した軽金属基複合
材料とプラスチックを接合したマルチマテリアルを創製
し、革新的軽量材料を開発する。さらに高強度鋼や高力
アルミニウム合金に対して水素脆性が生じない表面処理
技術を開発し、水素社会構築を推進する。その他にも水
電解を用いたグリーン水素の発生に関して、効率を向上
させるための酸素発生電極材料の開発を行う。
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自動車や航空機では軽量化が必須条件
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図1　アルミニウム合金-PPS樹脂一体成形品

図2　アルミニウム合金-PPS樹脂一体成形品
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